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●公益認定事業区分 

（１）公益目的事業 

区内中小企業の振興を図る事業 

（２）収益事業等 

 〔１〕収益事業 

施設貸与に伴う付加サービス事業 

〔２〕その他の事業（相互扶助等事業） 

区内中小企業勤労者の福祉向上を図る事業 

大田区産業プラザの公益目的外貸与事業 

大田区産業プラザ施設の維持・管理 

 

          ●予算額の記入例 

                  無印 …  事業予算額 

（補）… 事業予算額のうち区補助金充当額 

（利）… 利用料金収入で対応する事業の予算額  

（委）… 区等からの委託料で対応する事業の予算額  

          

       ※予算額は、人件費及び事業管理費を除いた事業費分のみを記載。

記載上の注意事項 
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令和５年度 基本方針 

 
 

区内経済は、３年に亘るコロナ禍の後もなお、欧州紛争、大規模災害、世界的なイ

ンフレや物資・原材料の不足等により様ざまな影響を受け続けています。 

このような厳しい環境の中、少子高齢化や人手不足といった慢性的な課題への対

応、さらにはＤＸや脱炭素社会実現といった国運を左右する重要な課題への取組も

緒に就いたばかりです。 

公益財団法人大田区産業振興協会は、平成７（1995）年の創立以来、「大田区の

産業の成長と発展にむけて『現場』から『世界一』の産業都市を目指す」設立理念に

基づき、変化する環境に必要な支援を切れ目なく実行し、内外からの信頼獲得に努

めてまいりました。 

新型コロナによる経済活動への制限が解除される令和５年度は、景気回復への道

程を確かなものとし、合わせて持続性の高い経済発展に向けて、羽田 PiOにおける交

流と海外取引の促進、時代を先取りする展示会の実施、ＳＤＧｓへの取組、メタバース

へのトライアル等、世界の潮流を的確に捉えつつ私たち自らが積極果敢にチャレンジ

し続けることで、すべての「産業者」の応援団として、皆様の期待に応えてまいります。 
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令和５年度 事業計画 
（令和５年４月１日～令和６年３月 31日） 

第１号事業 大田区の産業振興のための情報収集・発信に関する事業      

区内中小企業の高度な技術力や特徴等をＰＲし、大田区産業の持つ魅力を幅広く情報収集・発信する

ほか、協会が実施する各種事業やサービスの紹介、産業プラザをはじめ産業振興の拠点となる産業支援

施設について、刊行物や協会Ｗｅｂサイト等、様ざまな情報手段を用いて区内外へＰＲする。  

[事業区分：全細事業とも公益目的事業] 

細事業名及び事業概要 
令和５年度の 

具体的な取組（内容） 
予算額 (千円) 

及び対象等 

①大田区産業振興普及事業 
（ア）総合事業案内冊子の作成・配布 
協会 Web サイト、総合事業案内及び大田区工業ガ

イドを活用し、国内外を問わず大田区の産業をPRし、
協会事業の周知を図る。 

また、視察対応を通じて区内中小企業の魅力や、区
内産業の特徴を広く発信する。 
（イ）産業情報の発信 

大田区工業ガイド（日本語版・英語版）を協会HPに
掲載し、区内産業への理解を促進する。 

（ウ）視察対応 
国内及び海外からの視察･見学者の対応、区内の

産業現場の見学の斡旋・引率を行う。 

総合事業案内及び大田区

工業ガイドを隔年で刷新。 

本年度は、総合事業案内

の内容を刷新する。 

（ア）総合事業案内の刷新 

（イ）来年度刷新へ向けての内

容検討及び準備 

（ウ）随時受け入れ対応 

 ５２９ 
（補）   ５２９ 

 
企業、区民、 
来館者及び国
内・海外視察者・
見学者、産業団
体  

   

②大田ブランド発信事業 
高度な技術力や水準の高い製品開発力を持つもの

づくり企業や、特徴ある名品や名店を営む商い事業者
等を大田区の地域ブランド力として発信する。 

区内中小企業等の先進的

な取組等を、協会事業の効果

的な活用事例と併せて協会

Web サイトから毎月１回発信

する。 

０ 
 

区内中小企業   

③産業情報コンテンツの発信 
産業情報誌「テクノプラザ」を年２回発行する。また、

新たに「テクノプラザ オンライン」を協会 HP 上に公開
し、区内中小企業への産業情報コンテンツとして幅広
い層からのアクセス向上と速報性の高い情報提供を図
る。 

取引拡大、人材確保等の

先進的な取組事例等を紹介

する他、有益な情報をタイムリ

ーに発信する。 

２，３８９ 
（補） ２，３８９ 

 
区内中小企業   

④産業情報受発信事業 
区内外の産業情報を収集するとともに、より分かりや

すくかつ適切な媒体を用いて広く発信する。 
協会 Web サイトや公式ツイッター等を活用し、産業

施策、協会、区等の施策の案内だけでなく企業成長や
シティプロモーションにつながる最新の情報をタイムリ
ーに発信する。 

SNS やプレスリリース配信

サービスを活用し、区内企業

向けだけでなく全国の企業や

一般消費者にも大田区の産

業情報を発信する。 

４，４４７ 
（補）４，１４７ 

 
区内中小企業 
及び勤労者 

⑤調査・研究事業 
区内中小企業が事業展開等を検討する際に不可欠

な産業情報等を収集・調査し、協会の事業構築に活
用する。 

区内中小企業にとって有益

な情報を随時配信する。 

 

０ 
（補）    ０ 

 
区内中小企業   

計 
７，３６５ 

（補）７，０６５ 
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第２号事業 区内中小企業の経営支援に関する事業                  

区内の中小企業や事業者の知的財産の活用、ＩＴ化の促進、事業承継、許認可取得及び店舗改装、 

並びに創業者への支援等を経営状況の段階に応じて情報提供や相談、助成を行い、幅広くサポートする。

さらに各種の表彰制度を通じ、経営革新の促進やチャレンジ精神の醸成を図り、技術・技能の継承の事例

を紹介することで、区内産業の維持発展を図る。          [事業区分：全細事業とも公益目的事業]  

細事業名及び事業概要 
令和５年度の 

具体的な取組（内容） 
予算額 (千円) 
及び対象等 

①中小企業情報化支援 
区内中小企業の Web サイトをはじめとした各種

PR ツールの作成を支援する「PiO デザイン工房」
により、自社製品やサービスの PR を促進する。 
 

区内企業や関係支援機関

へ広報周知を行うことで、利

用者の増をめざす。また、東

京工科大学デザイン学部と

連携し、Web サイトの新規
作成者の増をめざす。 

５，７９１ 
（補）３，１１２ 

 
 

 
区内中小企業 

②ビジネスサポートサービス 
（ア）ビジネスサポート相談 

経営改善、販路開拓、技術・生産性の向上、知財
の活用、事業承継などに取組む区内中小企業等に対
し、各分野の専門家を派遣する。 

（イ）PiO フロント 
大田区産業プラザの経営相談窓口として、必要な

情報の提供、専門的な助言または、国や都等の支援
機関窓口への橋渡しを行うことで、区内企業の経営
基盤の強化につなげるとともに、産業プラザ全体の
利便性を向上させる。 

（ウ）大田区デジタルプラットフォーム 
  区内中小企業がデジタル化に必要な「人材」「知
財」などを補うためのデジタル支援プラットフォー
ム「OTA デジタル×PiO」を運営し、利用者間の交
流支援や、個別ニーズへのきめ細かなサポートを行
い、企業経営の高度化及び取引拡大につなげる。 

(ア)幅広い区内企業の利用

促進をめざし、区内企業や

関係支援機関へ広報周知

を行う。 

(イ)本相談窓口においてビ

ジネスサポート事業や創

業者支援事業等の当協会

の事業を展開することに

より、新規利用者の促進や

総合的な課題解決など相

乗効果を図る。 

(ウ)メンバー数を維持・拡大

するとともに、メンバー同

士のコミュニケーション

を活性化させる。 

１１，９８０ 
（補）１１，９８０ 

 
 

区内中小企業 

③繁盛店創出事業 
（ア）個店診断・改善費用助成 

商店に、経営指導や店舗デザインなどの専門家を
派遣して、総合的な改善提案を行う。専門家の提案
に基づいて店舗の内外装飾、宣伝広告などを実施す
る費用の一部を助成することで、モデルとなる繁盛
店を創出し、周辺地域への波及効果を狙う。 

（イ）デジタルを活用した情報発信 
情報誌「あき now」を LINE 公式アカウント「商

い PiO」に名称を変更し、協会からの情報提供・案
内を行う。 

 

(ア)新たに、複数店舗が行う

共同事業への助成、SDGs

の取組みに対しての加算、

再申請を可能とする交付

条件に事業内容を拡充し、

その新制度の浸透を図る。 

(イ)区内事業者にタイムリ
ーな情報を発信するとと
もに、利用者登録を促進
する。 

２３，７１７ 
（補）２３，７１７ 

（ア）区内商店
（個店） 
 
（イ） 
区内商業・サー
ビス業事業者 
及び区内で創
業しようとする者 

④創業者支援事業 
区内での創業希望者や創業後間もない方に対し

て、専門相談員が様ざまな課題の解決に向けた助言
等を行うことで、創業期の負担軽減を図る。 
また、地域産業の活性化に資する創業者の発掘や

誘致を行い、区内での活動を支援する。 
（ア）創業相談窓口の設置 

区内での創業を考えている方及び創業間もない
方へ専門相談員による相談対応を行い、創業時の様
ざまな課題解決に対応する。 

(ア)専門相談員による継続

的な相談や国の特定支援

事業の活用を促し、区内創

業を促進する。 

(イ)HANEDA×PiO を利
用するスタートアップや大
学発ベンチャーの窓口、
各種産業支援機関及びピ
ッチイベントの参加者等を
中心に周知することで、申

２０，７２６ 
（補）２０，５６６ 

 
区内で創業しよ
うとする者 
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(イ)ユナイト助成 
区内へのスタートアップ企業の立地促進を行

うとともに、スタートアップ企業が大田区内の企
業に対し試作等を依頼・発注する際に係る経費の
３分の１もしくは２分の１（上限 50 万円）を助成
する。 

（ウ）創業ワークショップ 
主に創業間もない方を対象に、アイデアのブラッ

シュアップやグループワークなどを通して創業者
の事業発展につなげる。 

（エ）ベンチャーピッチ 
創業者に対し、ビジネスプラン策定等に関する

コーチング支援を行った上で、ピッチイベントの
場を提供し、投資機関からの資金調達や大手企業
とのマッチングを促進する。 

（オ）スタートアップ誘致 
交流空間「PiO PARK（ピオパーク）」の羽田

空港に隣接する利便性や区内の産業集積といっ
た創業に有利な環境の強みを PR するとともに、
関係機関と連携しながら有望なスタートアップ
を誘致することで、区内での新製品や新技術の創
出を促進する。 

 

請者数の増加を図る 

(ウ)令和５年度は、参加費を

有料化し、参加意欲を高め

るとともに内容を充実さ

せる。 

(エ)令和５年度は、参加費

を有料化し、参加意欲を高

めるとともに内容を充実

させる。 
(オ)アジアを中心とする海

外を含めた有望なスター

トアップ企業を関係機関

との連携を通じて誘致す

ることを目指す。 

 

(イ)スタートアップ

企業または創業

予定者で、大田

区内の企業に

試作を依頼・発

注する者。 

⑤工場表彰制度 
人に優しい、まちに優しい、経営や技術に優れた

工場を「優工場」に認定し、その中で特に優秀な工
場を表彰する。この認定・表彰を通じて、区内もの
づくり産業に従事する人のやりがい、ものづくりの
喜びの一助とするとともに、区内町工場の優秀性を
内外に PR し、大田区工業の振興に寄与する。 
 

認定工場数を 10 社とし、

優工場を区内外に広く PR

するとともに、大学就職課と

のネットワーク構築に向け、

交流イベントを実施し、人材

確保の推進を図る。 

４，０８５ 
（補）  ３，９８５ 

 
区内の工場 

⑥商店（飲食店）表彰制度 
大田区内の特色ある優良な飲食店として表彰し

た店舗を総合的に PR することにより、大田の食の
魅力を内外に広く周知するとともに、表彰店舗の新
たな顧客創出や売り上げアップに寄与する。 

Web サイトを中心とした

PR を展開することで、大田

の食全体の魅力度向上を図

る。 

１６５ 
（補）   １６５ 

 
区内の 
一般飲食店 

      

⑦大田のお土産 100選 表彰事業 
大田区の PR の一環として「これぞ大田のお土
産！」と言える製品・商品を、区内外へ広く PR す
ることで、地域経済の活性化と賑わいの創出を図
る。 

Web サイト等を通じて、

表彰事業者の認知度向上、売

上拡大の機会を提供する。 

１６５ 
（補）   １６５ 

 
区内中小企業 

計 
６６，６２９ 

（補）６３，６９０ 
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第３号事業 区内中小企業の取引拡大支援に関する事業             

大田区を代表するものづくり産業をはじめ、商い・サービス業に対して、専門相談員による受・発注相談

を行う。また、Meet New Solution in OTAやおおた商い・観光展等の自主企画展示会、各種商談会を実施

するほか、国内外の見本市への出展等を支援することで、国内外から受注案件が獲得し易い取引環境の

提供や新市場を拡大するためのサポートを行い、地域産業の活性化を図る。  

    [事業区分：全細事業とも公益目的事業] 

細事業名及び事業概要 
令和５年度の 

具体的な取組（内容） 
予算額 (千円) 
及び対象等 

① 受・発注相談 
区内中小企業の取引を促進するため、国内外から

の受・発注あっせん相談に対応可能な専門の相談員
を配置し、適切な区内中小企業の紹介を行うととも
に、幅広く商談機会を提供する。 

（ア）相談業務 
専門相談員による受・発注のあっせん相談、区内

中小企業への巡回訪問を行う。 
（イ）発注開拓 

職員、専門相談員が大手・中堅企業の企画・開発
部門等へ積極的にアプローチし、発注案件の開拓を
行う。 

（ウ）受・発注商談会 
新規顧客開拓・情報交換の場として、大田区の製

造業者を中心に全国の発注企業と受注企業が一堂
に会する商談会を開催する。（年 1回） 

（エ）大田ものづくりプラットフォーム 
取引拡大支援に関する事業を強化するため、インタ 

ーネット上に、区内事業者を検索するプラットフォーム
を提供する。 

 

(ア) 高付加価値案件に対応

可能な区内企業の発掘な

ど区内中小企業への巡回

訪問に注力し、常にデータ

ベースの内容を最新にす

ることで、受発注あっせん

の精度を高める。 

(イ)従来の企業訪問に加え、

出張展示会などを実施し、

区内中小企業の取引促進

機会を拡大する。 

(ウ)参加企業数や、当日の商

談回数等の満足度向上に

つながる商談会の運営を

検討し大田区産業プラザ

で実施する。 

12月７日（木）予定 

(エ）24時間、365日、年間

を通じて安定運用するこ

とで、クローリングにより

最新の情報を蓄積する。 

３２，０９７ 
（補）３１，６０７ 

 
区内外の 
  中小企業 

②海外取引相談事業 
区内中小企業の海外取引への道を開くため、地域

に密着したワンストップ窓口として企業の個別課
題に対応する。 

（ア）窓口・訪問相談 
貿易実務や売買契約等、国際ビジネス全般に関す

る相談業務を行う。職員及び専門相談員が助言する
ほか、国内外の公的機関とのネットワークを駆使し
て区内企業の課題やニーズに対応する。 

（イ） 国際連携の推進 
海外市場の開拓を行うとともに、国内において

も各国の出先機関とのネットワーク強化を図る。 
また、グローバルビジネス勉強会及び海外セミナ

ーを通じて各国の市場性、投資環境などの情報や発
注案件を区内中小企業に提供する。同時に国際化に
向けた区内企業間の連携関係を構築する。 

（ウ）外国語文書翻訳・海外企業信用調査 
区内中小企業の企業カタログ、マニュアル、契約

書等の翻訳を行う。また、取引開始時に貴重な判断
材料となる外国企業の信用調査をサポートする。 

（エ）英文企業ガイドの活用 
    区内企業の製品・技術を海外市場に向けて発信す
るため、英文の企業ガイドを更新し、Web 上で展開
してプロモーションを行う。 

 

(ア)相談窓口を羽田イノベ

ーションシティ内「ハネ

ダピオ」に移し、外部機関

との連携も強化して、サ

ービスの充実を図る。 

(イ)区内企業との親和性や

社会状況なども鑑みて、欧

州及び台湾との取引拡大

に注力する。 

(ウ)PiO PARK 内の事業と

連動させて区内企業の海

外展開を支援し、海外企業

の信用調査案件を拡大す

る。 

(エ)コロナ禍で見合わせて

いた海外出張の再開に合

わせて、海外機関との連携

を強化し積極的に PR す

る。 

(オ)羽田イノベーションシ

ティ来訪者との商談機会

を強化する。 

 

 

１８，４７３ 
（補）１８，４３３ 

 
区内中小企業 
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（オ）国際ビジネス商談会の実施 
  海外出張時やビジネスパーソンの来日時に小規
模かつタイムリーに開催する。 

（カ）海外企業・機関誘致 
  区の特徴である工業集積を活かすとともに、海外
公的機関との連携も活用して、海外企業の立地を促
進する。 

(カ) 羽田イノベーション
シティ全面開業を訴求す
るとともに、海外公的機
関との連携も強化し、誘
致に注力する。 

 
 

③大田区加工技術展示商談会 
区内中小製造業の約８割を占める 10 人以下の企

業のうち、加工を専門とする企業の技術力を全国の
大手・中堅企業に PR し、具体的な取引成立を目途
とした展示商談会を開催する。（年１回） 

出展企業の取引促進機会

を拡大するため、会場を改修

工事が完了した大田区産業

プラザ大展示ホールに戻し、

全国の大手・中堅企業に向け

た来場者誘致を強化し、確度

の高い商談機会の提供につ

なげる。９月８日（金）開催

予定 

１５，７８４ 
（補）１３，７８４ 

 
区内中小企業 

 

④国内見本市への出展支援 
区内中小企業が開発・製造した優秀な製品や優れ

た技術力の PR と取引促進機会の拡大を目的に、全
国規模の展示会に共同出展するための支援を行う。 

（ア）ものづくり産業 PR 展示会 
全国各地で開催される展示会を活用し、大田区の

ものづくりを PR するとともに、区内中小企業への
発注案件・開発案件の獲得等、取引促進機会の拡大
につなげる。 

（イ）新製品・新技術コンクール受賞企業 褒賞出展 
新製品・新技術コンクールに受賞した企業に向

け、各種展示会への出展支援を行うことにより受賞
企業の販路拡大や取引促進機会の拡大につなげる。 

（ウ）動画作成セミナー 
  区内企業の自社 PR 動画作成を支援することに
より、企業が自社の特徴・強み等を認識し見本市や
SNS 等で効果的な PR につなげることでビジネス
チャンス創出の一助とする。 

(ア) 区内中小企業と技術テ

ーマで親和性が高く、波及

効果が期待できる国内見

本市を厳選し大田区ブー

スとして共同出展する。 

(イ)受賞企業（９社）の取引

拡大につながるよう、希望

する展示会への出展に関

わる手続き面等のサポー

トなど後方支援を行う。 

(ウ)企業自らが動画作成の

スキルを習得し、継続的に

PRできるよう複数回のセ

ミナー形式で伴走的に支

援する。（20社参加予定） 
 

２１，５４８ 
（補）１６，２２４ 

 
 

区内中小企業 
 

⑤海外見本市への出展支援  
区内中小企業の海外取引拡大を目的に企業の海

外見本市への出展を、共同出展により支援する。 
（ア）共同出展 

区内の産業者が有する技術・製品のニーズが見込
まれる海外見本市に区内企業と共同で出展する。海
外からの取引機会を促進するほか、見本市会場にて
区内産業全体を PR する。 

（イ） 海外見本市調査 
  成長が見込まれる地域や産業分野の海外見本市
を調査し、次年度以降の共同出展につなげる。 

(ア)ドイツで開催される

COMPAMED に区内企業

と共同出展する。JETRO

と連携の上で出展準備と

現地運営を行う。 

(イ)区からの派遣職員と連

携して JETRO 等から有

益な情報入手に努め、出展

すべき見本市を選別する。 

１０，７０６ 
（補）９，６４３ 

 
 

区内中小企業 

⑥自主企画展示会（産業フェア） 
（ア）おおた商い・観光展（アキナイ・クロス事業） 

売り手（事業者）と買い手（地域区民、通勤者等）
をクロスさせることにより、商圏外の新規顧客獲得
を目指す。また、新たに認知した商品の再購入を目
指す区内対流を活発化させ、区民の大田区の魅力再
発見に結び付ける。 

 
 

(ア)乗降客、通常往来数の
多い蒲田駅、大森駅周辺
の施設に会場を設け、蒲
田駅周辺会場には大森・
調布地区の事業者を集
め、大森駅周辺会場では
蒲田・調布地区の事業者
を集めて商品の販売・
PR を行う。 

２３，６７３ 
（補）１９，６５８ 

 
区内外の企業
及び一般区民 



7 

 

（イ）Meet New Solution in OTA 
  展示会等を通じ、社会的課題を解決するような
新製品・新サービス等を広く PR し、取引拡大に
寄与する。 

(イ) 大田区産業プラザを
会場に「ロボティクス」

や、「医療」、「モビリティ」

などの複数のテーマを設

け、来場者や出展者間の

交流によるイノベーショ

ン創出を促進する。令和

６年２月開催予定 

 

⑦商い・サービス産業取引相談 
区内商業・サービス事業者の取引促進のため、

事業者の訪問調査・相談を行うための専門相談員
を配置して、各種サポートや商談機会を提供す
る。 

（ア）相談業務 
商業事業者の経営課題、経営環境の改善等に対

して専門相談員による相談や情報提供を行い、商
業活動の活性化を図る。 

（イ）フード展示商談会 
主に区内食品事業者に対し、バイヤーへ自社商

品を売り込む商談会を開催する。 
（ウ）商品磨き上げ事業 
  現役のバイヤー等を講師に迎え、自社商品の魅
力度や PR 力、販売力を向上させ新規取引獲得を
目指す。 

(ア)専門相談員が収集した

情報の発信、継続的なマ

ネジメント支援を重点に

事業者の経営力強化を図

る。 

(イ)一般的なバイヤーに加

え新たに取引可能性のあ

る区内飲食店や小売店に

も参加を呼びかける。 

(ウ)専門相談員によって更

なる成長が期待できる事

業者を選出し、バイヤー

による個別指導だけでな

く、繫盛店創出事業の助

成金活用も促す。 

 ４，７４４ 
（補）  ４，６８４ 

 
（ア）、（イ）区内
の商業・サービ
ス業事業者 
 
（ウ）区内の食品
事業者 
 
 

⑧羽田イノベーションシティ・サテライトオフィス事業 
HANEDA×PiO 内の PiO PARK（ピオパーク）

の PR 活動や管理・運営を通じて、区内外の企業・
機関の利用促進や連携強化等を行い、イノベーショ
ンを推進する。 

（ア） PiO PARK の利用促進 
コワーキング、イベント及びショーケーシングの

管理・運営、HP 等、様々な広報手段を活用し、施
設利用を促進するためのプロモーションを行う。 

（イ） 協会や区が主催するイベントの運営･支援 
PiO PARK でイベント（セミナー、勉強会及び研

修等）を積極的に行い、利用者やテナント企業との
連携を促進する。 

（ウ）利用者に対する産業支援 
職員や専門相談員による助言や関係先の紹介、利

用者同士の交流促進を通じ、利用者の経営的成長と
満足度向上につなげる。 

（エ）区外企業･機関との連携促進 
PiO PARK を接点に、区内企業（当施設利用者含

む）と区外企業・機関との連携を活性化させ、産業
の高度化につなげる。 

(ア)従前の取組に加えて
委託事業者独自のリソ
ースを用いたプロモー
ションも行い、利用促進
を強化する。 

(イ)協会や区が主催する
イベントに加えて、連携
先とのイベントや、委託
事業者によるイベント
などを行うことで、前年
度よりも幅広い利用者
層にアプローチしてい
く。 

(ウ)利用者同士の交流創
出に注力し、PiO PARK

から新ビジネスが創出
されることをめざす。 

(エ)区外から PiO PARK 

来訪者が多いことを最
大限活用し、区内企業の
強みを PR して、具体な
連携機会を創出する。 

３７，４３７ 
（補） ３１，１０１ 

 

計 
１６４，４６２ 

（補）１４５，１３４  

 

 

 



8 

 

第４号事業 区内中小企業の人材の育成・確保の支援に関する事業       

区内中小企業の持続した発展の鍵となる、次世代を担う後継者や若手人材の育成・確保を行う。人材育

成では、小中学生におおた少年少女発明クラブの活動等を通じてものづくりの魅力を伝えるほか、若手人

材には高専と連携した教育を展開する。また、人材確保ではＷｅｂサイトやイベントを通じて若手人材の採

用を促進するほか、内職希望者のあっせんを行う。         [事業区分：全細事業とも公益目的事業]  

細事業名及び事業概要 
令和５年度の 

具体的な取組（内容） 
予算額 (千円) 
及び対象等 

①おしごとナビ大田区 

インターネット上に、区内中小企業の求人情報と企
業PRを発信する場を提供し、登録掲載企業の求人活
動を支援する。 

（ア）求人情報サイト「おしごとナビ大田区」の管理運営 
（イ）民間広告媒体を活用した PRの実施 

 

（ア）採用企業の成功事例を

掲載し、ユーザーの立場に

立ったサイト作りを進める。 

（イ）求職者向けのチラシや電

車内広告等の活用により、

求職者への PR を強化し、

求人企業の採用活動を後

押しする。 

２，０２４ 

（補）  １８３ 

区内の企業及び

一般の求職者 

②中小企業次世代ものづくり人材の育成事業 
区内中小企業の中核となるものづくり人材の育成

と、小学生の頃からものづくりへの関心を高めるための
教育事業を実施する。 

（ア）都立産業技術高等専門学校との連携 
都立産業技術高等専門学校の教授陣による講座の

開催により、区内中小企業の人材育成を行う。学校施
設を使った座学講座の他に、講師を企業に派遣する
出張型の出前講座を実施する。 

（イ）おおた少年少女発明クラブの支援 
小中学生を対象としたものづくり教室の開催・運営を

助成する。 

（ア）メルマガや工業団体など

へのチラシの配付等によ

り、区内中小製造業に広く

事業を周知し、座学講座へ

の新規参加者増を図るとと

もに、区内中小製造業にお

けるスキルの底上げを図

る。 

(イ)運営団体に有益となる産

業情報を提供し、クラブの

活動の充実を促す。 

９９９ 
（補）  ８９９ 

 
区内中小企業の

従業員 

 

 

 

 

小学４～６年生 

③若者と中小企業とのマッチング事業 
企業の後継者・若手人材の確保を促進するため、大

学など教育機関等と連携を図り、区内企業が参加する
合同企業説明会を開催することで、就職活動中の学生
等とのマッチングの機会を提供する。 

 

新たな教育機関等の参加 

を開拓することで、区内中小 

企業の若手人材確保に寄与

する。また、新卒のみならず、

経験者等の求職者層を含め

たマッチングイベントについて

も検討する。 

２，２６２ 
（補） ２，２６２ 

 

区内中小企業 

及び一般求職者・

職業訓練校生を

中心とした若者 

④+WORK（旧内職あっせん・相談）事業 
区内の求職者及び求人企業を対象として、内職の

相談・あっせんを行う。 
（ア）あっせん相談 

協会事務所での常設窓口の設置の他、ハローワー 
ク大森での出張相談（隔月 1回）を実施 

（イ）求人開拓  企業訪問（月１～２回） 
（ウ）普及啓発用印刷物の作成  求人募集パンフレット 

(ア) 求人企業及び求職者の

オンライン化、データベース

化を進め、マッチング率を

高める。 

（イ）付加価値があり、単価の

高い内職作業を発注する

企業の開拓に重点を置い

て、訪問等を行う。 

（ウ）子育て世代の求職者に

事業の認知と具体的な活用

につなげるため、区立の児

童館を中心に配布する。 

 ４，５７４ 
（補） ４，５７４ 

 
区内中小企業 

及び区民一般 

計 
９，８５９ 

（補） ７，９１８  
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第５号事業 区内中小企業の技術開発支援に関する事業                  

区内中小企業が時代に即した技術開発を行えるように、産学、医工及び企業間連携などを推進する。 

技術や情報の相互交流により、地域産業の競争力が向上するよう、情報提供、助成、セミナーや展示会の

開催など、各種の事業を通じて、産業クラスターの形成や、技術の高度化、開発力の向上に資する。 

                                       [事業区分：全細事業とも公益目的事業] 

細事業名及び事業概要 
令和５年度の 

具体的な取組（内容） 
予算額 (千円) 
及び対象等 

①新製品・新技術開発支援事業 
（ア）トライアル助成・開発ステップアップ助成・実用化製
品化助成 
区内中小企業の技術力、製品開発力を向上させ、 
新たな付加価値を生み出すものづくり産業の活性

化を図るため、市場調査及び試作開発に要する経費
の一部を助成する。 

（イ）新製品・新技術コンクール 
区内中小企業が開発した優秀な新製品・新技術を

表彰するとともに、受賞製品技術の販路拡大等支援を
行う。 

 

（ア）各種媒体等を積極的に

活用し助成金の周知に努

め、多くの区内企業の応募

につながるよう活動する。 

また、トライアル助成と開

発ステップアップ助成、また

は、トライアル助成と実用化

製品化助成との同時申請を

可能とすることで、各申請

件数の増加を図る。 

（イ）表彰企業に対して事業ロ

ゴマークの活用を周知する

ことで受賞企業の PR 力の

強化及び本事業の活性化

につなげる。 

（ア）（イ）共通  

協会 Web サイトや産業

情報誌への掲載、工場アパ

ートや区内金融機関窓口

等でのチラシ配布により事

業 PR を行う。また、専門相

談員と連携し、試作品開発

案件に対する本事業活用

の促進や巡回訪問時等に

おける事業 PR等に積極的

に取り組む。 

７６，４７３ 
（補）７６，４７３ 

 
区内中小企業 

②次世代産業創造・産業クラスター形成事業 
区内中小企業に親和性が見込める産業分野を中心

に次世代産業への参入と地域への各種産業集積の実
現に資する事業を実施する。 

（ア）区内の研究開発型企業及び協会サービスに関す 
る情報の発信。 
大学等研究開発機関の開発ニーズと区内中小企業

の技術とのマッチングを促進するため、区内の研究開
発型企業を紹介する Web サイト「mirai」の運営及び
研究開発型企業ガイドの発行及び一部有料にて販売
を行う。 

（イ）産学公相談 
区内中小企業の新製品・新技術開発における課題

を、産学連携相談や大学・研究機関等との連携により
事業化できるようマッチングを行う。 

（ウ）オープン・イノベーションマッチング 
   大学等研究開発機関や大手企業の開発ニーズを捉
え、区内中小企業とのマッチングを推進することによ
り、区内中小企業の新産業、次世代産業への参入の

（ア）地方に拠点をおく相談員

との連携により、北海道をは

じめとする幅広い地域での

大学等研究機関に向けて、

区内中小企業との連携に

関する情報発信に注力す

る。また、スタートアップ企

業との連携を前向きに取り

組みたいと考える区内企業

の情報を発信し、付加価値

の高い案件の獲得を促す。 

（イ）展示会出展を予定する分

野、特にライフサイエンス・

ヘルスケア、次世代モビリテ

ィ及びロボティクス分野との

マッチングを強化する。 

（ウ）大学等研究開発機関や

大手企業の開発ニーズの

開拓をより積極的に行う。 

６６，５００ 
（補）６０，９５６ 

 
区内中小企業 
及び大学等研究
機関・医療機関
及び公的機関 
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機会提供を行う。 
（エ）各種セミナー・ワークショップの開催 

ライフサイエンス・ヘルスケア、ロボティクス、次世代
モビリティ、レアアース泥開発、環境・海洋プラスチック
ごみ、農工連携、危機管理、意匠デザイン等、新技術
や新分野をテーマにしたセミナーやワークショップを開
催する。 

（オ）おおた研究・開発フェア 
開発した技術の用途開発や共同研究先を探す出展

者と技術革新を目指す来場者との出会いの場を提供
する。「産学」「産産」連携や、「技術移転」等への展開
を通して新たなイノベーション創出に繋げる。 

（カ）新産業分野の展示会への出展 
次世代産業分野を中心に幅広く出展し、区内中小

企業の技術力を PRするとともに、将来的に産業クラス
ターの形成につながる研究開発型案件を獲得する。 

（キ）知財マッチングの推進 

大手企業・大学などが保有する特許などの知的財
産と区内中小企業のニーズを結び付け、区内企業の
製品開発や工程改善などを後押しする。 

 

（エ）区内企業の先端産業分

野への対応力醸成のため、

最新技術や市場動向を踏

まえ、産業クラスターの形成

を見据えたテーマ設定を行

う。 

（オ）各出展者へ職員・技術相

談員を配置・マッチングする

ことで、確度の高い商談を

促進する。また、HICity で

の開催により、羽田に隣接

する地の利を活かし、遠方

や海外から多くの出展及び

来場を図る。 

（カ）リアルまたはオンライン展

示会それぞれの特徴を十

分に把握・活用し、積極的

に研究開発型案件を獲得

する。 

（キ）大手企業・大学などの知

財部門にアプローチし、区

内企業の製品開発などに

適した技術シーズとのマッ

チングを実現する。 

 

 

計 
１４２，９７３ 

（補）１３７，４２９ 
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第６号事業 中小企業勤労者に対する勤労者福祉事業                 

   区内中小企業が個別に整備することが難しい福利厚生の充実を図る。勤労者共済制度を核に、事業主

や勤労者が健康を維持し余暇を有意義に活用するための事業や、慶弔見舞金などの給付金制度等、各

種福利厚生事業を行う。                           [事業区分：全細事業ともその他事業] 

細事業名及び事業概要 
令和５年度の 

具体的な取組（内容） 
予算額 (千円) 

及び対象等 

①加入促進事業 

（ア）勤労者共済事業の周知 

・勤労者共済事業紹介パンフレット類の配布 

・会報誌の発行やHP等による情報発信。 

（イ）会費管理と事業参加・給付状況把握及び加入促進 

・会員の事業利用状況の把握・給付申請の通知 

・会員募集パンフレット類の配布やテクノプラザ・各団
体会報誌への掲載、促進員及び職員の訪問勧奨に
よる加入促進を図る。 

（ア)・(イ) 共通 

勤労者共済事業について、

HPからの利用促進をはじめ、

LINE 友達登録の推進、HP

の逐次更新など、会員に対し

て情報発信を行う。 

また、業種・業態に関わら

ず新規事業所への加入勧奨

や法人会等各団体にも積極

的に加入促進を図る。 

１３，７１８ 
（補） ５，４３２ 

 
区内中小企業事

業主及び勤労

者・共済会員 

 

②福利厚生事業 
（ア）健康の維持増進に関する事業 
・ミニドック・人間ドック、インフルエンザ予防接種の受
診補助 

・公衆浴場、スポーツセンター・区営プールの利用補助 
（イ）レクリエーション事業 

バスツアーの利用・補助 
（ウ）宿泊補助と生涯学習利用に関する補助 
・指定宿泊施設の利用補助 
・指定通信教育の利用補助 

（エ）契約施設等の利用 
・レジャー施設の利用補助 
・区内指定店､デパートの割引あっ旋 

（オ）区内店舗等の利用補助 
（カ）各種チケットの割引あっ旋 
映画・スポーツ観戦・観劇・コンサート類チケット、プリ
ペイドカード、食事券等の割引あっ旋 

(ア)～(カ)共通  

区内産業との連携促進を図

りつつ、事業ごとの内容の見

直しを進め、新規企画を立案

し、会員サービスの拡充を図

っていく。 

また、利便性の高いデジタ

ル商品・サービスを導入して

いく。 

 

３５，９８４ 
（補）    ０ 

 

共済会員 

③給付事業 
（ア）共済会員への「祝金」「見舞金」「弔慰金」の給付  
・祝  金 ― 結婚・銀婚・金婚、20歳、出生等   
・見舞金 ― 入院、障害、住宅火災等 
・弔慰金 ― 会員・家族死亡等 

（イ）共済会員への「祝品」 （５年継続、1０年毎継続、
小・中学校入学）の贈呈 

(ア)・(イ) 共通 

デジタル商品券の導入やキ

ャッシュレス（口座振替）による

給付を進める等、サービスの

充実を図る。 

７，７７５ 
（補）    ０ 

 
共済会員 

計 
５７，４７７ 

（補） ５，４３２ 
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第７号事業 上記事業に関連を有する範囲において区、都、国又はその他の機関等

から受託する事業                                      
大田区産業プラザの指定管理者として顧客満足度を高め、MICE誘致の推進により区内産業振興の拠点

として地域に貢献する。計画修繕により施設の長寿命化を図り、利用者に快適な空間を提供する。 

                                [事業区分：公益目的事業、収益事業及びその他事業] 

細事業名及び事業概要 
令和５年度の 

具体的な取組（内容） 
予算額 (千円) 

及び対象等 

①産業プラザ展示ホール等の管理運営 

[公益目的事業及びその他事業] 

大田区産業プラザ条例に定める施設管理について

指定管理者（利用料金制度による）として、大田区産業

振興に繋がる利用を促進するとともに、産業プラザの

集客力を高め、幅広い交流や情報交換を進める。 

 【指定管理期間】  

令和４年４月１日～令和９年３月 31日 

令和 4年度の産業プラザ大

展示ホール特定天井工事完

了により、全館利用が可能と

なることに加え、ウィズコロナ、

アフターコロナにおける人流・

経済活動の復活を見据え、関

連産業の裾野が広く、区内経

済の活性化に資する MICE

について、引き続きその誘致

に注力する。 

（利）２２２，１４９ 
 
区内外の企業 

及び一般区民 

 

※利用者の使用目

的により公益目的

事業とその他事業

に区分 

 

②施設貸与に伴う付加サービス事業     [収益事業] 

大田区産業プラザの管理代行業務の実施に際し、

区条例等に定めのないサービスを付加することで施設

の利用者の利便性向上と利用促進を図る。 

（ア）周辺マップ 

来館者に、食事や宿泊、ショッピングなどの情報をタイ

ムリーに提供することで、経済波及効果を生み、地域産

業の活性化につなげていく。 

（イ）PiO倶楽部 

安全・安心な施設であるだけでなく、他の施設にはな

い小回りの利くサービス提供や、産業のまち大田ならで

はの特徴を生かした PR活動を推進する。 

（ア）大展示ホールの利用再

開に合わせ、配布枚数を増

やす等 PRを強化する。 

（イ）より見やすく使いやすくす

るため、業種ごとの整理や

カラー化の検討を行い大田

区企業の掲載を増やしてい

く。 

（自） ４，７２７ 

③産業プラザ施設維持の管理運営   [その他事業] 

大田区産業プラザ等の施設維持管理業務受託者

（区契約）に対し、協会は管理監督業務を受託する。 

貸館部分の管理代行と合わせてより効率的な業務運

営に努める。また、施設・設備の劣化状況を把握し、小

破修繕等を適切に実施する。 

大規模改修工事設計業務

が円滑に行われるよう準備・調

整業務を行う。 

（委） ５３，２６７ 

計 

２８０，１４３ 

うち 

（利） ２２２，１４９ 

（自）   ４，７２７ 
（委）  ５３，２６７ 

 


